
平成２８年度 学校マネジメントシート 

 

【様式】 

  学校名（三重県立四日市商業高等学校） 

１ 目指す姿 

(1)目指す学校像 
校訓「至誠」の精神のもと、商業教育を通じて知・徳・体の健全な成長を促し、地域と連携しな

がら専門性の高い社会人を輩出できる学校 

(2) 

育みたい 

児童生徒像 

実社会で活用できる知識・スキル・課題解決能力を備えると共に、自主性や積極性を持ちな

がらも、礼儀やマナーをしっかりとわきまえ、良好な人間関係のもと社会で活躍できる人材 

ありたい 

教職員像 

より良い教育活動を目指し、創意工夫し前向きに「やってみよう」の精神で取り組むと共に、周

囲のスタッフとの協働に優れ、地域社会とも連携し、組織として力を十分に発揮できる職員集

団 

２  現状認識 

(1)学校の価値を 

提供する相手と

そ こ か ら の 要

求・期待 

【生徒】生徒の約６割が地元企業への就職を希望し、約４割が上級学校への進学を希望して

いる。就職では特に事務職に就くことを望む生徒が多い。安定した学習環境を望み、各種

検定や資格取得並びに充実したクラブ活動にも期待している生徒は多い。 

【保護者】学力の向上、挨拶やマナー等の社会性の向上を期待すると共に、希望進路の実現

には強い関心がある。また、安心安全等の観点から学校情報発信充実の希望がある。 

【企業】商業関係のスキルはもとより、挨拶や人間関係構築等コミュニケーション能力を備えた

人材の提供が求められる。 

【地域】地域社会の行事等への生徒の参加、参画による地域との連携や交流を通じて地域活

性化への寄与が期待される。 

(2)連携する相手と

連携するうえでの

要望・期待 

連携する相手からの要望・期待 連携する相手への要望・期待 

【家庭】適切な連絡や学校からの情報提     

 供や相談体制の充実 

【中学校】卒業生による説明会参加等を通じ

ての実際の高校生活に係る情報提供 

【企業】就職後のアフターフォローや生徒情

報の提供 

【大学等】高校からの継続した連携、大学の

紹介等の機会設定 

【地域社会】開かれた学校経営。地域との連

絡や情報共有機会の増加 

【家庭】学校行事や PTA 活動への参加。学校

教育への理解と支援及び確実な連絡体制 

【中学校】適切な進路指導。生徒についての

緊密な情報交換 

【企業】積極的求人。インターンシップ等への

理解・協力 

【大学等】卒業生の受入の他、講師派遣や高

校生への直接指導などによる高大連携 

【地域社会】通学等の安全確保への協力や学

校への様々な支援及び応援的関与 

(3)前年度の学校 

関係者評価等 

・生徒は全般的に真面目に取り組んでおり、地域での行動等においても好感が持てる。 

・生徒主体の広報活動（説明会や中学校訪問）は評価できる。今後も継続してほしい。 

・ジョブシャドウイングは課題を改善しながら継続してほしい。 

・「三重まなびや」は泗商のブランド力を活かして企業への働きかけや PR を強化してほしい。 

・クラブ活動は大変充実しているが、顧問の過重労働や遠征費増加の対策が課題である。 

(4)現状と

課題 

教育 

活動 

・基本的な生活習慣の身に付いた真面目な生徒が多いが、本校のへの期待に鑑み、更に質

の高い「人づくり」に取り組むと共にチャレンジ精神や向上心の育成にも努めることも必要。 

・商業高校らしく、様々な検定への対応等も含めて、これまでの実績に基づいた学習システム

があり、生徒たちも真面目に努力をしている。一方で検定対策に注力するあまり、実社会で

実践的に活用できる力が育成されているかについては課題がある。また、受動的な学習に

安心感を覚える生徒も多いが自ら学ぼうとする姿勢を育てていく必要もある。 

・就職は現在求人も豊富で生徒の希望する事務職への就職も比較的高い率で実現している。

一方進学については指定校推薦等の活用が大部分を占めるが、学力の充実はもとより進学

先への意識を更に高める必要がある。その点でも効果的な高大連携の検討と推進が必要。 

・約３分の１のクラブが全国大会に、約半分のクラブが東海大会へ進むなどクラブ活動は非常

に活発で、生徒も熱心に活動している。今後インターハイや国体開催を控え更なる充実が

望まれる。一方で、学習、検定及び資格取得との両立が重要な課題。 

Ⅰ「守る」～命と暮らしの安全・安心を実感できるために～ 

 Ⅰ－１ 防災対策 

   Ⅰ－１－１ 防災対策の推進   

   Ⅰ－１－２ 治山・治水・海岸保全対策の推進 



学校 

運営等 

・教科会を有効に活用し、授業内容やシラバス検討を徹底して行う必要がある。また、教員相

互の授業参観や研修促進により指導方法・指導力の向上を図っていく必要がある。 

・四日市商業高校や商業教育全般の魅力を地域や中学に対して更に効果的に伝えるため

に、メディア等への発信を強めたり、事業やイベント参加等積極的に挑戦することも必要。 

・全職員のベクトル統一が十分でないため、各部署の連携が不十分である。管理職のリーダー

シップを更に発揮して情報共有や組織力の向上を図ることが急務 

・教員の仕事量の不均衡や時間外労働過多の常態化が課題であり、改善が必要。 

・県商業教育の本部校として、県全体の商業教育の活性化へ向けての積極的協力が必要で

ある。 

 

３  中長期的な重点目標 

教
育
活
動 

◆基礎学力の充実を目指すと共に、実学としての商業教育となるように実際の社会で活用できる力を育て

る。また、ビジネスの高度化・多様化に対応できるよう、パソコン及びインターネットや地域連携等の時代の

ニーズ応じた様々な学習内容や形態に積極的に取り組む。 

◆生徒に確かな職業観・勤労観を育成するため、インターンシップ・ジョブシャドウイング等のキャリア教育を推

進する。企業との連携やあるべき高大連携について検討をすすめ、就職・進学共に質の向上を図る。 

◆社会で有為に活用できる人材を育成するための人づくり教育について、その意義を生徒へ浸透させ、高い

レベルで実現することを目指す。 

◆クラブ活動や生徒会活動等の一層の活性を図る共に、学習・検定・クラブ活動の関係を整理し、生徒が学

校生活に安心して打ち込める体制を作る。 

学
校
運
営
等 

◆各教科会において授業改善の取組やシラバスの検討をすすめ、授業内容の改善が進むと共に指導力向

上の体制を作る。とりわけ、商業科においては検定そのものについて精査をすると共に検定と授業との関係

の在り方について検討をすすめる。 

◆泗商検討会議及び商業科検討チームによって本校の将来像や魅力のアップについて検討を進め、具体

的な対策を講じ、本校への安定した志願者数の増加を目指す。 

◆情報共有や各部署の連携をよりスムーズにして働きやすい職場づくりをすすめ、職員満足度を改善すると

共に、総勤務時間の縮減についても可能な取組を実施する 

◆教育活動全般がより充実した内容で行えるようにより一層の環境整備や条件整備に取り組む。 

◆県商業教育の本部校として、商業教育全体の活性化のため、各分野の研究委員会活動の充実に取り組

む。 

４ 本年度の行動計画と評価 
（１）教育活動    

教育活動に関する項目は、児童生徒を対象としたものとするのが望ましい。 
（例）「教育課程・学習指導」「キャリア教育（進路指導）」「生徒指導」「保健管理」など 

    また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。 
  

【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】「※」：定期的に進捗を管理する取組 「◎」：最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

基礎学力 

及び 

学習の充実 

◆授業を充実させ、基礎学力向上と生徒の学ぶ意欲向上を図る 

【活動指標】生徒につけたい力を明確化しアクティブラーニング

等自主的な活動を積極的に取り入れる 

【成果指標】学校生活アンケートで「勉強が楽しくなった」７０％

以上 

◆朝学、補習、検定週間を効果的に実施し学力向上及び検定・

資格取得を目指す 

【活動指標】朝学・補習・検定週間を適時に実施する 

【成果指標】基礎学力向上と単位不認定者０及び検定合格率

向上 

◆課題研究等で地域と連携した学習やネットショップ経営等の多

様な学習を実施する 

【活動指標】地域や企業との連携した学習を５講座以上実施 

◆1，2学年で「朝の学習」を

実施した。1学年では数的

処理能力、2学年では一般

常識の内容。クラス平均や

上位者を発表し意欲向上を

目指した。学校生活ｱﾝｹｰﾄ

「勉強が楽しくなった」53.6% 

◆イベント系課題研究におい

て、商品開発、地域活性化

のための観光ツアー企画、

パソコン教室、ネットショッピ

ングサイトの運営、学校紹介

隊、キッズビジネスタウン等７

◎ 

※ 



【成果指標】地域連携学習における生徒及び連携相手の満足

度７０％以上 

講座実施。生徒の学習満足

度 95.5% 

キャリア教育

と進路実現 

◆進路講話やガイダンスを通じて進路への関心を高めると共に、

生徒の進路希望実現を目指す 

【活動指標】講話・ガイダンスを必要に応じて適時に実施する 

【成果指標】学校生活アンケート進路意識の向上９０％以上 

希望進路実現１００％ 

◆生徒に勤労観・職業観を育成するため職業現場での活動を実

施する 

【活動指標】１年全員にジョブシャドウを、２年流通コース生徒に

インターンシップを実施する 

【成果指標】生徒のアンケート満足度８０％以上に加え、インタ

ーンシップについては成果発表会を実施する 

3学年を対象に７回進路講

話を行った。９５%が役立った

と回答。進路希望実現は１０

０%達成。進路意識が高まっ

た 87.5% 

１年生全員にジョブシャドウを

実施。実施２年目なので、よ

りスムーズにかつ効果的に

実施できた。働く意味や社会

での役割を理解できた。７

３%。２年流通コース全員３

日間のｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟを実施。

２月に成果発表会を実施

し、企業及県教委から高評

価いただいた。 

 

高いレベル

での 

「人づくり」 

◆風紀週番制度の効果的活用により泗商ならではの人づくりを行

うと共に、校内外を問わず挨拶等のマナーの励行 

【活動指標】風紀週番制度を通年でスムーズかつ効果的に運

用する。挨拶に関しては来客等に「正しい」挨拶の励行。遅刻早

退を減らす 

【成果指標】学校生活アンケート基本的な生活習慣が身につい

た９５％以上 挨拶などの礼儀がよくなった９７％以上 遅刻早

退割合を全校生徒の０．１％以下 苦情前年度以下 

◆クラブ活動の充実とクラブ活動を通じた人づくりを行う 

【活動指標】全クラブが活発に活動する 

【成果指標】東海大会出場１５クラブ以上 全国大会出場１０ク

ラブ以上 学校生活アンケート部活動への取組が熱心になった

８５％以上 

遅刻は 0.142%、早退は

0.134%と目標の0.1%以下は

達成できなかったが、遅刻は

1日 1.183人、早退は

1.117人と少なく一定評価で

きる。また卒業生の皆勤賞

は 69名でこちらも立派な成

果。挨拶など礼儀が良くなっ

た 96.5% 

クラブ活動は東海大会出場

が15クラブ、全国大会は10

クラブと、運動系・文科系・

商業系とも成果を挙げた・生

徒のクラブ活動への取り組

みが熱心になった 74.6% 

 

改善課題 

朝の学習や検定学習などで基礎学力の向上や学ぶ姿勢の向上に努めている。全商検定 1級の 3種目以上合格者が昨年度

より大きく数を減らしたため、その原因探っている。今後は「基礎学力テスト(仮称)」もあり、生徒の学ぶ意欲と共に基礎学力の

向上に一層取り組み。学習満足度を更にあげていきたい。生活面では今年も基本的生活習慣や挨拶の励行は高いレベルの

目標をほぼ達成できたが、今後さらにその質を高めていく必要がある。ジョブシャドウは 2年目を迎え、準備運営等スムーズか

つ丁寧に行えたのはよかった。キャリア教育を更に組織的にすすめ生徒の自己決定力を高めていきたい。 

 
（２）学校運営等 

学校運営等に関する項目は、教職員や施設等を対象としたものとするのが望ましい。 
（例）「組織運営」「研修（資質向上の取組）」「情報提供」「保護者・地域住民等との連携」など 
また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。  

【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】「※」：定期的に進捗を管理する取組 「◎」：最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 



指導力向上と

学習内容検討 

◆教科会の有効活用、授業参観週間等を通じて指導力向上に取

り組む 

【活動指標】教科会の定例化 授業参観週間の２回実施 

【成果指標】授業方法 A（分かりやすい）回答６０％以上 

◆各教科（商業は分野）で学習内容の検討に着手する 

【活動指標】教科会(及び担当者会)で定期的に検討をすすめる 

【成果指標】授業内容満足度 A（満足）回答６０％以上 

時間割内に教科会を組込

んだが、教科によって取組

みは様々で、学習内容の

検討等のために十分活用

されているとはいえない。

授業参観週間は 2回。 

授業アンケート 

分かりやすい A評価 49％

（AB評価合算 86%） 

授業内容満足 A評価 45%

（AB評価合算 86%） 

◎ 

魅力アップと 

将来像検討 

◆本校の様々な活動を積極的に発信し、地域、中学生及び保護

者へアピールを強化する 

【活動指標】学校案内・ポスターを年 1回、チラシを年 3回発行 

生徒たちによる学校紹介活動 5回以上実施 新聞等メディア採

用 10回以上 保護者アンケート学校満足度 満足８５％以上 

【成果指標】前期選抜 2.２倍以上、後期選抜 1.３倍以上 

◆将来の生徒減も見込みながら泗商検討委員会及び商業科検

討チームで本校の課題検討をすすめる 

【活動指標】泗商検討委員会及び商業科検討チーム会議を各

10回程度開催 

【成果指標】年度内に検討結果をまとめ共有し次年度以降の実

践に活かす 

ポスターやチラシは予定通

り印刷配布できた。生徒に

よる学校紹介活動、メディ

アへ採用は指標値を上回

った。保護者アンケートの

満足度は９３%。しかし、本

校志願者は減少し、前期

選抜 1.79倍、後期選抜は

情マネは定員割れのため

再募集となった。 

泗商検討委員会を８回実

施した。H３１年度のリニュ

ーアルへ向けて検討をす

すめているが検討課題も

多様であり、まだ具体案の

策定には至っていない。 

※ 

働きやすい 

職場づくり 

◆情報共有をすすめ、風通しの良い職場づくりを行う 

【活動指標】各種委員会での協議内容を校内 LAN上で共有す   

る 

【成果指標】職員満足度アンケートの満足度上昇 

◆総労働時間の縮減へ向け定時退校日等を実施する 

【活動指標】各教員月１回の定時退校日の設定 定時退校週

間の設定 変形労働時間制の定着 

【成果指標】職員満足度アンケートの改善 時間外労働の減少 

職員満足度調査は残念な

がら全体的に低下した。仕

事のやりがいや業務分担の

公平性、協力体制などい

ずれの項目も前年度をや

や下回る結果となった。 

労働時間の縮減へ向けて

は定時退校日の設定を定

期的に行うと共にクラブに

週一回の休養日を設定す

るよう働きかけ多くのクラブ

で実現した。しかしながら、

職員の時間外労働の集計

はほぼ前年通りとなってい

る。 

 

改善課題 



生徒に育成したい力の明確化や授業力の向上については、教科会の活用や研修会の実施を行っているが、まだまだ道途上で

ある。次年度更に具体的に短期目標を設定して取り組みたい。PR活動については目標通りに行っているが、29年度入学生後

期選抜では久しぶりに定数割れとなり、本校の在り方についての検討は喫緊の課題となっている。地域や中学校へのニーズ調

査を行い、泗商検討委員会を中心に次年度は具体的な方向性を夏までに決定し、31年度の生徒急減期へ向けて学校改善

を間に合わせることが必須となる。 

また、働きやすい職場環境について職員満足度調査結果に後退傾向がみられるため、次年度改善できるよう情報共有やコミ

ュニケーションの場を設ける必要がある。 

５ 学校関係者評価 

明らかになった 

改善課題と次へ

の取組方向 

生徒は社会的なマナー等もしっかりしており、元気に活動している姿で安心している。このことにみ

られるように、学校としてしっかり努力し、実績もあげているが、最終的には志願者数に反映され

なかったのは残念。地域の人や保護者世代には泗商の良さは十分理解されているので、「中学

生」にどのように伝えアピールしていくかが課題である。地域や中学校との直接的な交流の中で泗

商や泗商生の良さを伝えていく必要がある。 

また、職員の満足度の低下については更に情報共有をすすめる必要がある。 

６ 次年度に向けた改善策 

教育活動につ

いての改善策 

生徒も教員も真面目に努力を重ねているが、学校生活アンケート等からみると生徒の満足度の

向上には改善の余地もある。より充実した教育活動が実践できるように教科会等を更に有効活

用し、具体的な取組指標や、学習内容検討を進め、生徒の授業満足度向上を図りつつ生徒の

基礎学力や理解度向上をめざしてもらいたい。 

学校運営につ

いての改善策 

中学生に直接刺激やアピールできる機会として、中学校への生徒による泗商の紹介の機会の増

加、メディアの活用を更に図る必要がある。また、この生徒減少の状況の中、中学校への働きか

けやニーズの調査はもとより、志願倍率を伸ばした高校がどのような対策を行っているのか研究し

てみるのも有効ではないか。 

職員の情報共有をすすめるためにも、学校改善に資するためにも、「教育」に関してはいくらでも

話し合いができるので、職員の意見交換の機会を増やしてはどうか。 

 


